
概 要：被災地住民とのコミュニケーションのための「防災チャットボット」の開発や、災害動態等の解析情報の共有を
行う「避難・緊急活動支援統合システム」の開発、小エリアの総合リスク評価を行い、市町村長が行う避難判断
を支援する「市町村災害対応統合システム」等の開発を行う 。

府省庁名：内閣府

【事例】SIP「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」

 実施主体：国、研究機関

 実施場所：福島県南相馬市等57の自治体
（令和3年度末時点）

 事業概要：
災害時に、LINE等のSNS上で、AIが人間に代わって
自動的に被災者と対話するシステムである「防災チャッ
トボット」を開発し、より適確な被災状況の把握や避難
のための適切な情報提供を実現する。

 効 果：
令和3年2月13日の福島県沖を震源とする地震では、
南相馬市で断水被害が発生。被害状況を早期に把握
するのに防災チャットボットを活用した。
令和3年7月豪雨においても、広島県で県内の市町村
から越水や土砂崩れ等の情報が投稿され、被害状況
把握に活用した。

123 防災チャットボットの開発等、SIP 国家レジリエンスに関する対策

防災チャットボット
LINE等のSNS上で、AIが人間に代わって
自動的に被災者と対話するシステム

南相馬市では、地震発生直後から市民に情報提供依頼を呼びかけて、
被害情報を収集。水道トラブルの情報が多数投稿され、断水の影響範
囲を推定できた。また、市民へ断水の復旧対応状況を配信し、双方向の
対話に活用した。

資料：南相馬市 市民公開MAPより
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投稿された情報は
地図上に自動プロット
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